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一部を引用する場合は、引用箇所のページを書籍中の論文に準じて付記する。
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（６）注釈
注は、＊１，＊２，のように＊を付した通し番号による上付き数字で示し、本文の
後（参考文献の前）に【注】の項目を建て一括して記す。
　例：．．．である＊１。
　　　【注】
　　　１．注は本文の後に一括して示す。
（投稿の締切）
第７条　締切りは別に定める。
（原稿の投稿）
第８条　紀要に投稿しようとする者は、委員会が定める期日までに、事務局教務課図書
第１係に対し、委員会が指定する内容に従って論文を提出しなければならない。
（審　査）
第９条　投稿された論文の審査は、査読者に対しては投稿者の氏名を、投稿者に対して
は査読者の氏名を示さない方式（二重匿名審査方式）によって行う。
（論文掲載の可否）
第10条　投稿論文の掲載可否は編集委員会が決定する。委員会が必要と認めた場合は、
原稿の体裁・内容などについて、委員会により指名された査読委員による査読を経て
著者に修正を求めることがある。査読委員による査読は（原則として）２回までとす
る。
（二重投稿の禁止）
第11条　他の学術雑誌等に既に掲載された、もしくは投稿中のものと類似した内容の
原稿は受け付けない。二重投稿が判明した場合には、論文採択が決定された後でも掲
載を取り消す。
　　　例：①同じ内容の和文と欧文の論文
　　　　　② 既発表の論文のデータ数や解析方法等を変えただけで、新たな結論が追加
されていないもの。
（倫理指針）
第12条　人を対象とした研究については、本学の「人を対象とする研究倫理基準」の
遵守及び個人情報保護等の倫理的配慮を考慮した上で行なわれたものであることを本
文中に記載する。また、動物を対象とした研究については、動物の愛護及び管理に関
する法律、環境省告示の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」
に従って実施されたものであることを本文中に記載する。本学以外で行なわれた研究
の場合は、これに準ずるものとする。
（利益相反）
第13条　特定の企業や団体により依頼された研究や試験の場合は、研究実施者と関係
する企業や団体との利害関係を開示する必要がある。応募時に、所定の用紙に利益相
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反の有無を記載し、編集委員会に報告する。利益相反がある場合には、その旨を論文
末に記載する。
（校　正）
第14条　投稿者が自らの責任で初校校正を行い、再校以降は委員会に一任する。
２　初校校正は、原則として編集に関わる修正（誤脱字、句読点、図表の配置、軽微な
表現の訂正など）のみを対象とし、大幅な修正・加筆は認めない。
（著作権等）
第15条　投稿された論文等の著作権は、本学に帰属するものとする。
２　本文の一部や図・表・写真等を他の著作物から転載したり、オリジナルを掲載した
りする場合、著作権に関わる問題や法令上の手続きは、投稿者があらかじめ処理する
ものとする。それらについて問題が生じた場合は、その責は投稿者が負うものとす
る。
３　投稿者は、本学に対して、当該論文等の印刷、電子的記録媒体（CD-ROM、DVD-
ROM等）への変換・複製、学内外への配布を原則として許諾するものとする。
４　投稿者は、本学及び本学が委託する機関等に対して、当該論文等の送信可能化・コ
ンピュータネットワーク等での学内外への公開を原則として許諾するものとする。
（改　廃）
第16条　この規程の改廃は、委員会の議を経て行う。
　　附　則
平成30年１月17日制定
平成30年４月11日改定
平成31年１月30日改定
